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KEIZAI-SHIRIN（TheHoseiUniversityEconomicReview） 

ＶＯＬ５０，Ｎｏ．３．４，１９８３． 

｢貨幣取扱資本｣（『資本論』第３部

第19章）の草稿について
『資本論』第３部第１稿から－

大谷禎之介

はじめに

『資本論」第３部のエンゲルス版（現行版）第４篇は「商品資本および

貨幣資本の商品取扱資本および貨幣取扱資本への転化（商人資本)」であ

るが，それはマルクスの第３部用の草稿のうちの「第１稿」すなわちいわ

ゆる「主要原稿」の243-285ページ，「第４章。商品資本および貨幣資本

の商品取扱資本および貨幣取扱資本への，すなわち商人資本への転化」か

ら採られている。この「第４章」は数字の番号をつけて７つに分けられ，

そのうちはじめの４つには表題がつけられている。エンゲルスはこの４つ

の部分をそれぞれ章にして，次の４章をつくったα

「１）商品取扱資本（および商業利潤)」－→「第16章商品取扱資本」

「２）商業利潤とその諸特質」－→「第17章商業利潤」

「３）商人資本の回転。諸価格」－→「第18章商人資本の回転。諸価

格」

「４）貨幣取扱資本」－→「第19章貨幣取扱資本」

そして，表題のない残りの３つ，すなわち５）６）７）から「第20章

商人資本に関する歴史的事実〔Geschichtliches〕」がつくられた。ただし，

５）は，「商人資本の貨幣蓄積の特殊的形態は次章ではじめて考察される」

という１文だけだから，実質的には６）および７）から，と言うべきであ
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ろう')。

本稿では，上記のうちの「４）貨幣取扱資本」の部分を取り上げる。こ

の部分をとくに取り上げるのは，信用制度形成の１つの前提である貨幣取

扱資本の発達についてのマルクスの記述を確認して，第３部第５篇第25-

35章の基礎となった第１稿中の第５章の「５）信用。仮空資本」の調査に

取りかかる準備としたかったからである。この部分は，エンゲルスの手入

れが比較的少く，また内容的にもほとんど問題のない部分と言ってよいで

あろうが，しかし，そうであることを確認しておくこと白体が１つの意味

をもつ作業であると考えている。

本稿では，マルクスの草稿からの訳文2)をかかげ，それに，エンゲルス

版（ここでは現行版，ＭＥＷ版である）における手入れを注記する。注

では，できるだけマルクスの原文を示すようにするが，マルクスの原文を

訳文のすべてに併記することはしない。それだけで原文についての必要な

情報は提供しうると判断している。注に記すものには，訳文でも変更が生

じるようなものばかりでなく，同じ意味の別の単語で置き換えた場合，文

章構造の変更，括弧類の変更，その他の場合も含まれる。しかし，次のよ

うなものは煩墳になるだけだと考えるので，取らないことにする。

１．正書法上の変更

２．局部的な語順の変更

３．動詞の人称変化の訂正

４．定冠詞の挿入

５．既出前置詞の文体上の反復挿入

６．指示詞の変更

７．名詞の代名詞・指示詞への変更およびその逆の変更

８．意味上なんの変更ももたらさない句読点の変更

９．局部的な語句の変更（たとえば，zurtickverwandeln-→riickver･

wandeln；soweit-→insoweit；soweit，ａｌｓ－→soweit；sowohl… 

ａｌｓ－→sowohl…ｗｉｅ；ｖｏｎ－→von…aus） 
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原文中にあとから－といっても数語書いたのちかもしれないのだ

が－書き込まれたことがわかる語句があるときは，訳文中の該当語句を

《》でくくって示すことにする。

マルクスの角括弧はブラケット［］で，筆者の挿入はキッコー〔〕で示

す。

本稿で取り扱う部分はマルクスの草稿では275ページから始まり，278ペ

ージで終わるが，ページの変わり目は，’2761127711278ｌのように記した。

ページの切れ目が文の中途にくるときには，後のページの最初の語の直前

をその変わり目とみなした。なお，マルクスの原注（ａおよびｂという注

番号がついている）は，それぞれの注の注番号がついている本文部分があ

るページの下半部に書かれている。

草稿とエンゲルス版との相異および草稿の状態についての注記は，１）

２）３）…の注番号を付した注で行なう。草稿とエンゲルス版との相異

は，草稿訳文をかかげて，それがエンゲルス版でどのようになったかを記

す，というしかたで示す。「Ａ－→Ｂ」は，草稿中のＡがエンゲルス版で

Ｂに変わったことを示し，「Ａ－削除」は，草稿中のＡがエンゲルス版

で削られたことを示す。「ここにＡを挿入」は，その個所にエンゲルス版

でＡが挿入されていることを示す。訳語を掲げたあとに原語だけで「A

--→Ｂ」となっているのは，草稿中のＡがエンゲルス版でＢに変わったが，

訳語としては変えるまでしない，という場合である。

訳語その他についてのいくつかの注は，アステリスク（＊）で区別し，

上述の注のあとにおく。

なお本稿は，1980年から1982年にかけて法政大学在外研究員として滞欧

したさいに，アムステルダムの社会史国際研究所（IISＧ）で行なった草

稿調査にもとづくものであること，またそのさい作成したノートによって

帰国後まとめたものであること（したがって疑問の個所があっても原典に

あたって確認することができていないこと）を付記しておく。

1）以上の点については，拙稿「『資本論』第３部第１稿について－オリジナ
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ルの調査にもとづいて－｣，『経済志林』，第50巻第２号，1982年，120-135ペ

ージを参照されたい。

（２）訳文作成にあたって，主として大月書店版『資本論』の岡崎次郎氏の訳文

を参照したが，訳文・訳語を変更したところも少<ない。

第３部第１稿における「貨幣取扱資本」の内容

4）’)貨幣取扱資本の。

１）「４)」－→「第19章」

２）「貨幣取扱資本*」Geldhandlungscapital-→DasGeldhandlungskapital

＊Geldhandlungskapitalは，「貨幣取扱資本」（長谷部訳）のほか「貨幣取引

資本」（岡崎訳,向坂訳）とも訳されている。それはWarenhandlungskapital

を「商品取扱資本」（長谷部訳）または「商品取引資本」（岡崎訳，向坂訳）と

訳すのと並行している。またそれは，WarenhandelおよびGeldhandelをそ

れぞれ，「商品取扱業」または「商品取引業｣，「貨幣取扱業」または「貨幣取

引業」とするのともかかわっている。この２系列の訳語は，どちらも相当の根

拠をもって選ばれたものと推測される。本稿では，私が従来使い続けてきた

「貨幣取扱資本｣，「貨幣取扱業」のほうを使っておくが，なお検討を重ねたう

えで変更する可能性を留保しておきたい。

生産資本、の流通過程と，今ではそれにつけ加えることのできる商品取

扱資本の流通過程（というのは，商品取扱資本は生産資本の流通過程の2）

１部分を，自分自身の，また自分に3)特有の運動として請け負うのだか

ら）とのなかで貨幣がなし遂げる純粋に技術的な諸運動は，もっぱらこれ

らの運動を自分に特有な操作として営むだけの特殊な１資本の機能として

は4)，この資本を貨幣取扱資本に転化させる。生産資本5)の(6)そして今

では7）もっと詳しく言えばまた商品取扱資本の)の１部分は，たえず8)貨幣

形態で，貨幣資本9）として存在するというばかりでなく，このような技術

的機能《に》従事している貨幣資本として存在することになる。今や，総資

本からその一定部分が自立した貨幣資本として分離するのであるが'０)，そ

の資本としての機能は，ただ産業資本家および商業資本家の階級全体のた

めにこれらの操作を行なうということだけである。商品取扱資本の場合と
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同様に，流通過程のなかに貨幣資本の姿で存在する生産資本'1)からその１

部分が分離して'2)，残りの資本全体のために，《再生産過程の》これらの操

作を行なうのである。だから，この貨幣資本の諸運動は'3)，自分の再生産

過程のなかにある生産資本'4)の１部分が自立したものの運動にすぎないの

である（というのは，商品《取扱》資本そのものが，生産資本にたいしてこ

うした位置にあるのだからである)'5)。

１）「生産資本〔dasproductiveCapital〕」－→「産業資本〔dasindustrielle

Kapital〕」

２）「流通過程の〔dCirculationsprozesses〕」－→「流通運動の〔derZirkula‐

tionsbewegung」

３）「自分に〔ihm〕」－削除。

４）「もっぱらこれらの運動を自分に特有な操作として営むだけの特殊な１資本

の機能としては〔alsFunctioneinesbesondrenCapitals，dasausschliess‐

lichdieseBewegungenalsihmeigenthiimlicheOperationenausUbt〕｣－→

「これらの運動が自立して特殊な１資本の機能となり，この資本がそれらを，

そしてただそれらだけを，自分に特有な操作として営むようになると〔verselb

stiindigtzurFunktioneinesbesondrenKapitals，ｄａｓｓｉｅ，ｕｎｄｎｕｒｓｉｅ，als 

ihmeigentiimlicheOperationenausiibt〕」

５）「生産資本」－→「産業資本」

６）「(」および「)」－削除。

７）「今では〔jetzt〕」－削除。

８）「たえず」bestiindig-→fortwiihrend

９）ここに「一般〔iiberhaupt〕」を挿入。

１０）「今や，総資本からその一定部分が自立した貨幣資本として分離するのであ

るが〔Ｖ・dGesammtenCapital，sondertsichnuneinbestimmterTheil

alsGeldcapitalabdassichverselbststiindigt〕」－－÷「今や総資本からその

一定部分が貨幣資本の形態で分離し自立するのであるが〔ＶｏｎｄｅｍＧｅｓａｍｔ‐

kapitalsondertsichnunabundverselbstandigtsicheinbestimmterTeiｌ 

ｉｎＦｏｒｍｖｏｎＧｅｌdkapital〕」

11）「生産資本」－→「産業資本」

12）「分離して」sondert-→trennt

l3）ここに「これはまたこれで〔wiederum〕」を挿入。

14）「生産資本」－→「産業資本」

15）「(というのは，商品取扱資本そのものが，生産資本にたいしてこうした位
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置にあるのだからである）〔(dadWaarenhandlungscapitalselbstdiese

StellungzumproductivenCapitalhat.)〕」－削除。この部分の前後のパー

レンには赤鉛筆で斜線がつけられている。エンゲルスが削除のために記したも

のか？＊

＊この削除は，直前の文章とのつながりから言えば了解できる。しかし，１つ

まえの文章の冒頭の，「商品取扱資本の場合と同様に」という句への説明とし

て読むことができるように思われる。

資本が新たに投下される(1)蓄積の場合もそうである)Ｄときにだけ，ま

たそのかぎりでだけ，資本の貨幣形態あるいは2)貨幣形態にある資本が，

運動の出発点および終点として現われる。だが，ひとたび3)過程のなかに

はいっている4)資本にとっては，出発点も終点も，ただ通過点として現わ

れるだけである。生産資本5)は生産部面を離れてから6)再びそこにはいる

までに7)Ｗ'一Ｇ－Ｗをなし遂げなければならないのであって，そのかぎ

りでは，以前に（商品それ自体の流通のところで）示したように8)，Ｇが

変態の，段階の結果,)であるのは，じっさいただ，この段階を補う反対段

階の出発点となるためでしかない。（'0)商業資本の場合にも，それにとっ

てはＷ－Ｇが'1)つねにＧ－Ｗ－Ｇとして現われるのではあるが'2)，ひ

とたび過程が始まれば１３)，現実の過程はつねにＷ－Ｇ－Ｗである｡)'0）

しかし，資本'4)はＷ－ＧとＧ－Ｗの両行為を同時になし遂げる。すな

わち，－万の'5)資本がＷ－Ｇの段階にあるとぎ他方の資本がＧ－Ｗの

段階にあるというだけではなくて，同じ資本が，生産過程を連続させるた

めに，たえず買うと同時にたえず売るのである。資本はたえず同時にこの

両方の段階にある。その’部分が，のちに商品に再転化するために貨幣に

娠化するあいだに，同時に他の部分が，貨幣に再転化するために商品に転

化するのである。

｢(」および「)」－→「－」および「－」

｢資本の貨幣形態あるいは〔｡､GeldformdCapitalsod.．.〕」－削除。

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
 

１
２
３
４
 

ここに「自分の〔sein〕」を挿入。

ここに「すべての〔jedes〕」を挿入。
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５）「生産資本」－→「産業資本」

６）「を離れてから〔v､dVerlassend.〕」－→「を出てから〔vomAustritt

ausder〕」

７）ここに「変態〔dieMetamorphose〕」を挿入。

８）「以前に（商品それ〔１体の流通のところで）示したように〔wiefriiher

gezeigt（wiebeidCirculationdWaarealssolcher)」－→「すでに単純

な商品流通のところで示したように〔wiesichschonbeidereinfachen

Warenzirkulationzeigte〕」

９）「１段階の結果〔ResultateinerPhase〕」－→「一方の段階の最終結果

〔EndresultatdereinenPhase〕」

10）「(」および「)」－削除。

11）「商業資本の場合にも，それにとってはＷ－Ｇが〔AuchbeimHandels‐

capital,ｏｂｇｌｅｉｃｈｆｉｉｒｅｓＷ－Ｇ〕｣－→「また，商業資本にとっては産業資本の

Ｗ－Ｇが〔ＵｎｄobgleichfUrdasHandelskapitaldasW-Gdesindustriellen

Kapitals〕」

12）ここに「それでも商業資本にとってもまた〔dochauchfiires〕」を挿入。

13）「ひとたび過程が始まれば〔einmalengasirt〕」－→「ひとたびそれが働き

はじめれば〔sobaldeseinmalengasiertist〕」

14）「資本〔Capital〕」－－＋「商業資本〔Handelskapital〕」

イタリックで，「一方の」の意味を明示している。15）「一方の〔ein〕」

この場合，貨幣が流通手段として機能するか支払手段として機能するＤ

かは，商品交換の形態によることである。どちらの場合にも資本家は，た

えず多くの人々に貨幣を払い出し，たえず多くの人々から貨幣の支払を受

けなければならない。こうした,貨幣支払や貨幣収納2)の単に技術的な操作

はそれ自体が労働であり，この労I動は，貨幣が支払手段として機能する3）

かぎりでは，差額の計算4)や決済行為を必要にする。この労働は１つの

流通費であって，価値を創造する労働ではない。この労|動は，それが特殊

な１部類5)の代行者あるいは資本家によって《残りの》資本家階級全体のた

めに行なわれることによって短縮されるのである。

１）「機能する」functionirt-→fungiert

２）「貨幣収納」EincassirendGeldes-→Geldeinkassiereno

3）「機能する」functionirt-→fungiert

４）「差額の計算」BerechnungdBilanz-→Bilanzberechnungen
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５）「部類」sort-→Abteilung

l2761資本のうちの一定部分はたえず蓄蔵貨幣、として存在していなけ

ればならず(2)購買手段の準備，支払手段の準備，遊休していて貨幣形態3）

のままで充用を待っている資本)4)，また資本のうちの一部分はたえずこの

形態で還流してくる､)。このことは，支払や収納6)《や簿記7)》のほかに，

蓄蔵貨幣の保管を必要にするのであり，これはまたこれで１つの特殊な操

作である。つまりそれは，実際には，蓄蔵貨幣をたえず流通手段や支払手

段に分解することであり，また，販売で受け取った貨幣や満期になった支

払から蓄蔵貨幣を再形成することである。－８)資本のうちの，機能,)そ

のものから分離した，貨幣として存在する部分のこのたえざる運動，この

技術的な運動'0)が，特殊な労働および費用の，すなわち流通費の原因とな

るのである｡'1）

ここに「潜勢的な貨幣資本〔potentiellesGeldkapital〕」を挿入。

「(」－→「：」

「貨幣形態」ｄＦｏｒｍｖ・Geld-→Geldform

「)」－→「；」

「還流してくる」retournirt-→str6mt…zuriick

「支払や収納」－→「収納や支払」

「簿記」Buchfiihrung-→Buchhalten

「－」－→「；」

「機能〔Function〕」－→「資本機能〔Kapitalfunktion〕」

「技術的な運動〔technischeBewegung〕」－→「純粋に技術的な操作〔rein

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
 

technischeOperation〕」

11）「－」以下の部分は，次のような不完全文章を訳したものである。diese

bestiindigeBewegungd・alsGeldexistirendenTheilsd・Capitals,getrennt

v・dFunctionselbst，diesetechnischeBewegung，。、besondreArbeit

u・Kostenverursacht、Circulationskosten、エンゲルス版では次のようにな

っている。diesebestiindigeBewegungdesalsGeldexistierendenTeilsdes

Kapitals,getrenntvonderFunktionselbst,diesereintechnischeOperation 

istes，diebesondreArbeitundKostenverursacht-Zirkulationskosten． 

資本の諸機能によって必要とされるこれらの技術的操作の一部は､，分
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業が進むにつれて必然的に，資本家階級全体のために１部類2)の代行者あ

るいは資本家によって専有の機能3）として行なわれるようになり，またの

彼らの手に集中するようになる。それはこの場合にも，商人資本の場合と

同様，二重の意味での分業である。それは特殊な営業となる。また，それ

が特殊な営業《として》この階級全体の貨幣機構のために行なわれるので，

それは集中されて大規模に営まれるようになる。そして5)，この営業の6）

内部でも，互いに独立したさまざまの部門7)への分裂によって，またこれ

らの部門8)の内部での作業場の発展9)によって，分業が生じるのである

（分業を伴った大きな事務所10))。貨幣の払い出し，貨幣のID収納，差額

の決済,'2）貨幣の保管，等々は，これらの技術的操作を必要とさせる諸行

為から分離して，これらの機能に携わる'3)資本を貨幣取扱資本にするので

ある。

１）「の一部は〔zumTheil〕」－→「は可能なかぎり〔soweitm6glich〕」

２）「部類」sort-→Abteilung

３）「機能〔Function〕」－－÷「諸機能〔Funktionen〕」

４）「また〔und〕」－－→「あるいは〔oder〕」

５）ここに「次にはさらに〔nun…wieder〕」を挿入。

６）「この営業の〔desselben〕」－→「この特殊な営業の〔diesesbesondren

Geschafts〕」

７）８）「部門」Branchen-→Zweige

９）「作業場の発展〔EntwicklungdAteliers〕」－→「作業場の形成〔Ａus‐

bildungderWerkstatt〕」

10）「分業を伴った大きな事務所〔grosserBureausmitTheilungdArbeit〕｣＊

－－つ「大きな事務所，多数の簿記係や出納係，細分化した分業〔groBeBiiros，

zahlreicheBuchhalterundKassierer，weitgetriebneArbeitsteilung〕」

11）「貨幣の〔desselben〕」－削除。

12）ここに「当座勘定の処理〔FUhrunglanfenderRechnungen〕」を挿入。

13）「携わる〔engagirt〕」－→「前貸しされる〔vorgeschossen〕」

＊パーレンによってくくられたこの１句は，草稿での原文中のgrosserBu‐

reausをそのままとすると，これは複数２格であるから，原文ですぐまえにあ

るEntwicklungdAteliersinnerhalbdieserBranchenの部分のうちの
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BranchenないしAteliersと同格と承なければならない。つまり，「これらの

部門の内部での作業場の」の部分のうちの「部門」ないし「作業場」と同格と

ZLることになる。しかしここでは，エンゲルス版でのようにgro8eBiirosと

１格にして，文の末尾につけ加えられたものとして読むほうが自然のように感

じられるので，その位置に置いておいた。

さまざまな操作がもろもろの《特殊な》営業としてＤ自立することから貨

幣取扱業が生じるのであるが，これらの操作は，貨幣そのもののさまざま

な規定性と貨幣そのものの諸機能から，つまり資本もまた貨幣資本の形態

にあればなし遂げなければならない諸機能から，生じるのである。

１）「として〔als〕」－→「に〔zu〕」

私が以前に指摘したように，そもそも貨幣制度が最初に発展してくるの

は，さまざまな共同体のあいだでの商,品交換（生産物交換)'）のなかでで

ある。（ａ）

a）『経済学批判』，云々2)。

1）「商品交換（生産物交換）〔Waarenaustausch（Productenaustausch)〕」

－→「生産物交換〔Produktenaustausch〕」

2）「云々〔etc.〕」－－＋「27ページ〔S、２７〕」

それだから，貨幣取扱業Ｄはなによりもまず国際的交易から発展してく

るのである。外国で買い入れをする商人は，さまざまな国内鋳貨〔を必要

とし〕，現地の国内鋳貨を外国の鋳貨と，またその逆に，換えなければな

らないし，またこの両者を世界貨幣としての未鋳造の純銀（または純金）

とも換えなければならない｡2）そこから両替業〔WechselgescMt〕＊がとｋ

まれるのであって，これは近代的貨幣取扱業の自然発生的な基礎の１つと

糸なすべきものである。ｂ）そこから発展してくるのがもろもろの振替

銀行〔Wechselbank〕であって，ここでは銀（または金）が，流通鋳貨印

とは区別される世界貨幣として－今では銀行貨幣あるいは商業貨幣とし

て－機能するの。為替業〔Wechselgeschiift〕は－５)それが１国の両替
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業者〔Wechsler〕から他国の両替業者に宛てた単なる支払指図ＩＤであるか

ぎりでは－すでにローマやギリシャでも，本来の両替業〔Wechslerge‐

schaft〕から発展してきたのである。

ｂ）「鋳貨は，：量目や品位から見ても，鋳造権者だった多くの君主や

都市の極印から見ても，非常に多種多様だったから，すでにこのこと

からも，鋳貨による決済の必要な商業ではどこでも現地の鋳貨を使用

する必要が〔生じた〕7)。商人は，外国の市場に旅するときには現金

支払のために未鋳造の純銀を用意しおそらくまた金をも用意してい

た。同様に，帰途につくときには，受け取った現地鋳貨を未鋳造の銀

や金と取り替えた。したがって，両替業，つまり未鋳造の貴金属と現

地通貨との転換，またその逆の転換は，非常に普及した有利な営業に

なった｡」（ＫＤ､8）ヒュルマン『中世の都市制度』。ボン，1826-29

年。第１部。437ページ以下9)｡)10)11）

「振替銀行〔wisselbank〕という名称が生まれたのは，……為替

〔wissel〕や為替手形〔wisselbrief〕からではなく，もろもろの貨幣

種類の両替〔wisseln〕からである。1609年のアムステルダム振替銀

行の設立よりずっと前から，ネーデルランドの商業都市にはすでに

両替人〔wisselaar〕や両替店〔wisselhuis〕があり，振替銀行さえも

あった（Ｗ．Ｃ．メース氏著「ネーデルランド銀行業史試論，云々』，

1838年，ロッテルダム，を見よ)。これらの両替人の業務は，外国商

人が国内に持ち込んでくる多数の違った種類の鋳貨を法定通用力のあ

る鋳貨と両替することだった。彼らの活動範囲はしだいに拡大され

た。……彼らは当時の出納代理業者および銀行業者となった。しか

し，アムステルダム政府は，出納代理業と両替業との結合は危険だと

考え（メース)，その危険を防ぐために，両替と出納代理とを公的権

限にもとづいて行なう－大施設の創立が決定された。この施設が有名

な1609年のアムステルダム振替銀行だったのである。同様に，ヴェネ
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ツィアやジェノヴァやストックホルムやハンブルクの振替銀行が生ま

れたのも，もろもろの貨幣種類の両替が絶えず必要だったことによる

ものである。これらすべての銀行のうちでハンブルク銀行だけが今な

お残っているＩ１ｌｌｉ－の銀行であるが，それは，それ向身の鋳貨制度をも

たないこの商業都市では，このような施設に対鬘する要求が今もなお感

じられるからである。……こうしてそこでは，銀行がそのすべての勘

定を決済するための鋳貨単位である銀行貨幣と，日常の通流状態にあ

る鋳貨種類である現金貨幣との区別が生じた｡」（247,248ページ。

Ｓ・ヴィッセリソグ『実用経済学提要』，アムステルダム，1860年，第

1部｡)'2）

1）ここに「貨幣商品を取扱う商業〔derHandelmitderGeldware〕」を挿

入。

2）この一文のはじめの部分は不完全文章となっているので，補っておいた。原

文は次のとおりである。Ｄ・verschiednenLandesmiinzenhabendKauf‐

leute，dieinfremdenLiinderneinkaufend、６rtlichenLandesmiinze

umzusetzengegenausltindischeu、umgekehrt，ｕ・beideauchgegen

ungemiinztesreinesSilber（odGold）alsWeltgeld・ニンゲルス版では次

のようになっている。SobaldverschiedneLandesmiinzenexistieren，haben

dieKaufleute，dieinfremdenLiinderneinkaufen，ihreLandesmiinzein 

dieLokalmiinzeumzusetzenundumgekehrtoderauchverschiedne 

MiinzengegenungemiinztesreinesSilberoderGoldalsWeltge１．． 

３）「流通鋳貨」CourantmUnze-→Kurantmiinze

４）「機能する」functioniren-→fungieren

５）以下の挿入部分をはさむ２つの「－」のうち，原文には前者の糸がある。

エンゲルス版ではそれを「，」に変えている。

６）「支払指図〔AnweisungzumZahlen〕」－－＋「旅行者への支払の指図

〔AnweisungfiirZahlunganReisende〕」

７）草稿では「生じた〔entsprang〕」が落ちている。

８）「ＫＤ.」－削除。

９）「第１部。437ページ以下〔ErsterTheiLp、４３７ｓq､〕」－→「１，４３７，４３８

ページ〔Ｉ，ｐ、437,438〕」

１０）草稿では「)」が落ちている。
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11）エンゲルス版では，ここで改行されていない。

12）以上のヴィッセリングからの引用はオランダ語原文でなされている。それは

次のとおりである。なお，最後のところにある「第１部」は草稿で】はEerste

Stukとなっているが，EersteDeelとあるべきところであろう。

，,Dewisselbankheeftharennaamniet…vandenwissel,wisselbrief， 

ｍaarvanhetwisselenvangeldspecien．Langv66rhetoprigtender 

Amsterdamschewisselbankinl609hadmenmdeNederlandsche 

koopstedenreedswisselaarsenwisselhuizen，zelfswisselbanken 

(zieMr,Ｗ．Ｃ．Mees，ProeveeenergeschiedenisvanhetBankwezen 

inNederlandetG1838、Rotterdam.）Hetbedrijfdezerwisselaars

bestonddaarin，datzijdetalrijkeverscheidenemuntspecien，diedoor 

vreemdehandelareninhetlandgebragtwerden，tegenwettelijk 

gangbaremuntinwisseldenLangzamerhandbreiddehunwerkkring 

zichuit…zijwerdendekassiersenbankiersvanhunnentijdMaarin 

dievereenigingvandekassierderijmethetwisselambtzagderegering 

vanAmsterdamgevaar（Mees）enomditgevaartekeerenwerd 

beslotentothetstichteneenergrooteinrigting，diezoowelhetwisselen 

alsdekassierderijopopenbaargezagzouverrigtenDieinrigtingwas 

deberoemdeAmsterdamscheWisselbankvanl609・Evenzoohebbende

wisselbankenvanVeneti6，Genua，Stockholm，Hamburghaarontstaan 

aandegedurigenoodzakelijkheidderverwisselingvangeldspecientｅ 

ｄａｎｋｅｎｇｅｈａｄＶａｎｄｅｚｅａｌｌｅｎｉｓｄｅＨａmburgschedeeenige，dienog 

hedenbestaat，ｏｍｄａｔｄｅｂｅｈｏｅｆｔｅａａｎｚｕｌｋｅｅｎｅｉｎｒｉgtingzichindeze 

koopstad，diegeeneigenmuntstelsellleeft，nogaltijddoetgevoelen… 

Zooontstaatereenonderscheidtusschenbankgeld，ｄａｔｉｓｄｅｍｕｎｔｅｅｎ‐ 

heid，waarindebankalharerekeningenvereHent，enkasgeld，datisde 

muntspecie,dieindendagelijkschenomloopis.“（247,248.ｓ・Vissering．

HandboekvanPraktischeStaathuishoudkunde、Amsterdam、1860．Eerste

Stuk.） 

＊以下くり返してでてくるWechsel‐（ないしwissel-）を，「両替」とするか，

「振替」とするか，「為替」とするかは，これまでも議論のあるところである。

ここでは，基本的には「両替｣，しかし銀行については「振替銀行｣，そしてい

くつか，「為替」と読むべきと思われる個所をそのように，それぞれ訳した。

箸侈品製造のための商品（原料）としての金銀')の取引は，地金取扱業2）
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すなわち世界貨幣としての貨幣の諸機能を媒介する商業の自然発生的な基

礎をなしている｡3）そして‘)これらの機能は以前に説明したように5)二重の

ものである。すなわち，国際的支払の決済のためにさまざまな国民的流通

部面のあいだで行なわれる往来（利子を求める資本の移動)6)，および,7）

その産源地8)から出て世界市場に行きわたる運動と国民的流通諸部面のあ

いだへの9)供給の分配，である。たとえば10)イギリスでは，１７世紀の大部

分をつうじて，まだ金匠が銀行業者として機能していたu)。国際的支払の

決済が為替取引〔Wechselhandel〕等々としていっそう発展する次第も，

また有価証券業務に関するいっさいのことも，つまり'2)ここではわれわれ

に関係のない信用制度の'3)特殊的諸形態は，ここではまったく考慮しない

ことにする｡'4）

1）「箸侈品製造のための商品（原料）としての金銀〔GolduSilberals

Waaren（RohstoHen）zurBereitungfLuxusartikel〕」－→「商品（著侈

品製造のための原料）としての金銀〔GoldundSilderalsWaren（Roh

stoHenzurBereitungfiirLuxusartikel)〕）

2）「地金取扱業」Bullionhandel-→Barrenhandel（Bulliontrade）

3）ここはコンマで次の文章につながっているが，エンゲルス版ではピリオドで

切られている。

4）「そして〔u・〕」－削除。

5）ここに「(第１部第３章３，Ｃ）〔(BuchＩ，Kap・ＩＩＬ３，ｃ)〕」を挿入。

6）「国際的支払の決済のためにさまざまな国民的流通部面のあいだで行なわれ

る往来（利子を求める資本の移動）〔Ｈin‐ｕ・Herlaufenzwischendver‐

schiednennationalenCirculationssphiirenzurAusgleichungdinternatio‐ 

nalenZahlungen（WanderungendCapitalszumVerzinsen)〕」－→「国際

的支払の決済のために，また利子を求める資本の移動のさいに，さまざまな国

民的流通部面のあいだで行なわれる往来〔HimundHerlaufenzwischen

denverschiednennationalenZirkulationssphiirenzurAusgleichungder 

internationalenZahlungenundbeiWanderungendesKapitalszumVer‐ 

zinsen〕」

7）ここに「それと並んで〔daneben〕〕を挿入。

8）「その産源地〔s・Productionsquellen〕」－－＋「貴金属の産源地〔Produk‐

tionsquellenderEdelmetalle〕」
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９）「国民的流通諸部面のあいだへの〔zwischendnationalenCirculations‐

sphiiren〕」－→「さまざまな国民的流通部面のあいだへの〔unterdiever‐

schiednennationalenZirkulationsspharen〕」

１０）「たとえば〔ｚＢ.〕」－削除。

１１）「機能していた」functionirten-→fungierteno

12）「つまり」は，文脈から挿入したものだが，エンゲルス版ではここに「要す

るに〔kurz〕」が挿入されている。

１３）ここに「いっさいの〔alle〕」を挿入。

１４）ここに「＋＋（下に〔unten〕)」と記され，そしてその指示どおり，同じペ

ージの下方に「＋＋」をつけて次にかかげるパラグラフが書かれている。

世界貨幣としては，国内貨幣はその局地的な性格を脱ぎ捨てて，その金

銀純分に還元される［同時に，ある国内貨幣が他の国内貨幣で表現される］

がD〆他方，同時にこの金および銀の純分は，どちらも世界貨幣として流

通する２商品として，たえず変動するそれらの2)価値比率に還元されなけ

ればならない。この媒介を貨幣取扱業者は自分の特殊な営業にする｡3）

１）「その金銀純分に還元される［同時に，ある国内貨幣が他の国内貨幣で表現

される］が〔u・wirdreducirtaufs・Gold．ｕ・Silbergehalt［zugleichein

Landesgeldimandrenausgedriicht]〕」－→「ある国内貨幣が他の国内貨幣

で表現され，こうしてすべての国内貨幣がそれらの金銀での純分に還元される

が〔einLandesgeldwirdimandernausgedriicktundsoallereduziert

aufihrenGehaltinGoldundSilber〕」

２）ここに「相互の〔gegenseitiges〕」を挿入。

３）「＋＋」印をつけてページの下部に書かれている部分はここで終わる。次の

パラグラフは，「＋＋（下に)」と書かれた行の次の行にふたたびもどってい

る。しかしエンゲルスは次のパラグラフを，改行せずにこのパラグラフにつ

けている。

両替業〔Wechselgeschaft〕と地金取扱業Ｄとは,貨幣の《二重の》機能，

すなわち国内鋳貨および世界貨幣としての機能から生じる，貨幣取扱業の

最も本源的な形態〔なのである〕｡2）

l）「地金取扱業」Bullionhandel-→Barrenhandelo

2）この１文の原文は次のとおりである。WechselgeschiiftuBullionhandel

d・urspriinglichstenFormend・Geldhandels，ｄｉｅａｕｓｄ、doppelten
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Functionend・GeldesalsLandesmiinzeu・Weltgeldentspringen・ニンゲ

ルス版では次のようになっている。「このように，両替業と地金取扱業とは，

貨幣取扱業の最も本源的な形態なのであって，それらは貨幣の二重の機能，す

なわち国内鋳貨としての機能および世界貨幣としての機能から生じるのであ

る。〔WechselgeschaftundBarrenhandelsindsodieursprUnglichsten

FormendesGeldhandelsundentspringenausdendoppeltenFunktionen 

desGeldes：alsLandesmiinzeundalsWeltgeld.〕」

資本主義的生産過程から(1)生産がまだ資本主義的に営まれていないと

ころでさえも2)商業一般から生じるように)ｎ次のことが生じてくる｡3）

第１に，蓄蔵貨幣としての貨幣の形成4)，すなわち，今では資本のうち支

払手段および購買手段の準備金として《つねに》貨幣形態で存在しなければ

ならない部分の形成｡4)これは蓄蔵貨幣の12771第１の形態であって，それの

が資本主義的生産様式のもとで再現する(6)また総じて商業資本が発展す

るさいに少なくともこの資本のために形成される)6）のである。どちらも

国内流通ならびに国際的流通のため〔のものである〕｡7）この蓄蔵貨幣はた

えず流動しており，たえず流通に注ぎ，またたえず流通から帰ってくる。

第２の形態は8)，遊休していて目下のところ運用されていない(9)貨幣形態

にある）資本，)，あるいは，蓄積されたがまだ投下されていない資本'0）

〔である〕･ＩＤこの蓄蔵貨幣形成それ自体によって必要となる機能は,'2)蓄

蔵貨幣の保管，簿記，等々である。しかし，これらのことには,'3）

第２に，買うときの貨幣の支払，売るときの収納，支払金の'4)支払と受

領，諸支払の決済，等々が結びついている。これらすべてのことを，貨幣

取扱業者はなによりもまず，商人や産業資本家の単なる出納代理人とし

て行なうのである。ａ）

a）「ネーデルランドの商業都市ほど出納代理人の制度がその本源的な

独立的な性格を純粋に保っていたところは，あるいはどこにもないか

もしれない（アムステルダムにおける出納代理業の起源については，

Ｅ、リュサック『オランダの富｣，第３巻，を見よ)。その機能の１部
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分は，古いアムステルダム振替銀行の機能と一致する。出納代理業者

は，彼の業務を利用する商人たちからある額の貨幣を受取ると，その

かわりに彼らのために自分の帳簿のなかに貸方欄を開設する。さらに

商人たちは|副分たちの債券証書を彼に送り，それを彼は商人たちに代

わって取り立てて彼らの貸方に記入する。他方では，彼は商人たちの

指図（小切手）と引き換えに支払をし，その金額を彼らの当座勘定の

借方に記入する。その場合，彼はこれらの入金や支払金について手数

料を請求するが，それはわずかなものであって，それは，彼がこの両

方のあいだで処理する取引額の大きいことによっての承，彼の労働に

糸あった報酬をもたらすのである。両方とも同じ出納代理業者と取引

している２人の商人のあいだで支払の決済ができる場合には，このよ

うな支払は相互の記帳によって非常に簡単にかたづいてしまうが，そ

れは出納代理業者が彼らのために毎日……彼らの相互間の請求額を決

済してやるからである。つまり，このような諸支払の媒介が本来の出

納代理業なのである。だから，出納代理業は，産業的企業や投機や白

地信用の開設を排除する。というのは，この場合の原則が，出納代理

業者は自分の帳簿に口座を開設してやった人々のために彼の貸方残高

を越える支払はしない，ということでなければならないからである｡」

(ヴィッセリング，前掲書，243,244ページ｡)'5）

ヴェネツィアの金庫組合。「一つには必要から，また，現金を持ち

呵ることが他の地方でよりも厄介だというヴェネツィアの土地柄か

ら，この都市の大商人たちは，適当な保証と監督と管理とのもとに

金庫組合を設けていた。このような組合の組合員はある金額を預託し

ておき，これにあてて彼らの債権者に指図書を振り出し，次にこれに

支払われた金額が，そのために設けられた'帳簿のなかの債務者のペー

ジで借方に記入され，またそれが帳簿のなかの債権者の貸方残高に加

えられた。これがいわゆる振替銀行〔Girobank〕の最初のものであ

る。これらの組合はたしかに古い。しかしその起源を12世紀にまでざ
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かのぼって求めるとすれば，それは，この組合を1171年に設けられた

国債引受施設と混同することになる｡」（ヒュルマン，前掲書,450ペー

ジ'6)｡）

１）「（」および「）」－削除。

２）「生産がまだ資本主義的に営まれていないところでさえも〔selbst，wod

Productionnochnichtcapitalistischgetriebenwird〕」－→「前資本主義的生

産様式のもとでさえも〔selbstbeivorkapitalistischerProduktionsweise〕」

３）エンゲルス版ではここで改行されている。

４）「形成〔Bildung〕」－→「集積〔Ansammlung〕」

５）「それ〔sie〕」（文法的には「第１の形態」を指す）－→「それ〔er〕」（｢蓄

蔵貨幣」を指す）

６）「（」および「）」－削除。

７）この一文の原文は次のとおりである。Ｂｅｉｄｅｓｓｏｗｏｈｌｆｄ・inlandischeals

internationaleCirculation・エンゲルス版では，「どちらも国内流通にも国際

的流通にもあてはまる〔BeidesgiltsowohlfUrdieinliindischewiedie

internationaleZirkulation〕」となっている。

８）「第２の形態は〔ZweiteForm〕」－→「次に蓄蔵貨幣の第２の形態は〔Die

zweiteFormdesSchatzes…nun〕」

９）「遊休していて目下のところ運用されていない（貨幣形態にある）資本

〔brachliegendes,augenblicklichunbeschiiftigtesCapital（inGeldform)〕」

－＋「遊休していて目下のところ運用されていない，貨幣形態にある資本と

いう形態〔dievonbrachliegendem,augenblicklichunbeschiiftigtemKapi‐

talinGeldform〕」

10）「あるいは，蓄積されたがまだ投下されていない資本〔odaccumulirtes，

dasnochnichtangelegt〕」－→「これには，新たに蓄積されてまだ投下され

ていない貨幣資本も属する〔wozuauchneuakkumuliertes，nochnicht

angelegtesGeldkapitalgeh6rt〕」

11）ここに「である〔ist〕」を挿入。

12）ここに「まず第１に〔zuniichst〕」を挿入。

13）「しかし，これらのことには〔Ａｂｅｒｅｓｉｓｔｄａｍｉｔ〕」－エンゲルス版では

この部分は，次のパラグラフの冒頭に組承入れられている（Zweitensaber

istdamit…)。

14）ここに５文字ほどの単語（形容詞？）があるが，判読できなかった。

15）以上のヴィッセリングからの引用はオランダ語原文でなされている。それは

次のとおりである。
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，，Deinstellingderkassiersheeftmisschiennergenshaaroorspronkelijk， 

zelfstandigkarakterzoozuiverbewaardalsindeNederlandschekoop‐ 

steden（ZieoverdenoorsprongderkassierderijteAmsterdamELuzac， 

HollandsRijdom，ＤｌｌＩＬ)．Hunnewerkzaamhedenkomentendeelｅ 

overeenmetdiederoudeAmsterdamschewisselbankDekassier 

ontvangtvandekooplieden，diezijnedienstengebruiken，eenzeker 

bedragingeld,waarvoorhijhumeencredietinzijneboekenopent；voorts 

zendenzijhemhunneschuldvorderingen，ｏｍｄｉｅｖｏｏｒｈｅｎｔｅｉｎｎｅｎ，hen 

evenzoodaarvoorcrediterende；daarentegendoethijophunneaanwijzin 

gen（kassiers-briefjes）betalingenenbelastmethetbedragdaarvande 

debetzijdehunnerrekeningcourant・Voordezeontvangstenenuitbeta‐

lingenberekenthijdaneenegeringeprovisie，diealleendoorde 

talrijkheidderomzettingen，waarinhijtusschenbeidekomt，eenredelijk 

loonvoorzijnenarbeidoplevert・ZijnernubetalingentevereHenen

tusschentweekooplieden，diebeidendedienstenvandenzelfdenkassier 

gebruiken，dangeschiedenzulkebetalingenzeereenvoudigdoorden66n 

inzijneboekenvoorhetovertebrengenbedragtobelasten，denander 

teontlasten，terwijldekassierszelvendagelijksonderling,…hunne 

vorderingenjegenselkandervereHenen、Inditbemiddelenvanbetalingen

bestaatalzooheteigenlijkekassiersbedrijf；ｈｅｔｉｓａｌｓｚｏｏｄａｎｉｇｖｒｅｅｍｄ 

aannijverheidsondernemingenenspeculati6nenaanhetverleenenvan 

blanco-credieten；wantderegelmoethierzijn，datdekassiervoor 

dengeen，ｗｉｅｎｈｉｊｅｅｎｈｏｏｆｄｉｎｚｉｊｎｅｂｏｅｋｅｎｈｅeftgeopend，geene 

betalingdoetbovenhetbedragwaarvoordezebijhemtegoedstaat.“ 

(VisseringLc、243,244.）．

16）「450ページ〔450〕」－→「453,454ページ〔ｐ453,454〕」

貸借の機能や信用取引が貨幣取扱業のそのほかの機能と結びついたと

ぎ，貨幣取扱業は完全に発展しているわけである［')といっても，これは

すでに貨幣取扱業の発端からあったことではあるが]，。しかし，これにつ

いてはあとではじめて〔論じる〕。というのは，われわれは次章ではじめ

て利子生み資本を展開するのだからである｡2）

1）「［」および「］」－削除。

2）「しかし，これについてはあとではじめて〔論じる〕。というのは，われわ
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れは次章ではじめて利子生承資本を展開するのだからである。〔Dariiberaber

erstnachher，dawirerstimfolgendenCapiteld・ZinstragendeCapital

entwickeln.〕」－→「これについては，次篇，利子生承資本のところで述ぺる

〔DariiberimfolgendenAbschnitt,beimzinstragendenKapital.〕」

地金取引Ｄそのもの－２)－国から他国への金銀の移転－３)は商品取

引の結果でしかないのであり，為替相場一国際的支払の状態やさまざま

な市場での利子率の状態－４)によって規定されている。地金取引業者5）

それ自体は，ただもろもろの結果を媒介するだけである｡の

1）「地金取引」Bullionhandel-→BarrenhandeL

2）３）「－」－→「,」

4）「為替相場一国際的支払の状態やさまざまな市場での利子率の状態一

〔Wechselkurs-Standd・internationalenZahlungenu．。．Ｚinsfusses

aufverschiednenMiirkten〕」－－÷「国際的支払の状態やさまざまな市場での

利子率の状態を表現する為替相場〔Wechselkurs，derdenStandderinter‐

nationalenZahlungenunddesZinsfuBesaufverschiednenMirkten 

ausdriickt〕」

5）「地金取引業者」Bullionhiindler-→Barrenhiindler

6）草稿では，ここに不用な「）」がある。

貨幣の考察にさいして－１)貨幣の諸運動やもろもろの形態規定性が

《単純な》商品流通から発展してくる次第を考察したところで－２）（第１

部第１章の）－３)すでに見たように，流通手段（購買手段)5）および支払

手段として流通する貨幣の量の運動は，商品変態，規模と速度6)によって

規定されており，これはまた，今ではわれわれが知っているように,7）そ

れ自身ただ総再生産過程の8)契機でしかないのである。貨幣材料9)＿金

銀一のその'0)産源地からの調達について言えば，それは結局は直接的商

品交換，すなわち商品としての金銀と他の商品との交換'1)に帰着し，した

がって，それ自身，鉄やその他の金属の調達とまったく同様に，ただ商品

交換の112)契機にすぎない'3)。しかし，世界市場での貴金属の運動につい

て言えば［'4)ここでは，１国の他国に対する資本の貸付'5)を表現するかぎ

りでの貴金属の運動一そのような貸付は'6)，商品資本の形態ででも行な
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われる－は度外視する]14),それが国際的商品交換によって規定されてい

ることは，国内の購買手段および支払手段としての貨幣の運動が国内の商

品交換によって規定されているのとまったく同様である。［'7)ある国民的

流通部面から他の国民的流通部面への貴金属の移出移入は，それが国内鋳

貨の減価や複本位制の確定18〕19)によってひき起こされるかぎりでは，貨幣

流通それ自体には無縁であって，国家によって盗意的にひき起こされた偏

侍の単なる訂正20)である｡]17)最後に，国内商業なり外国貿易なりのための

購買手段ないし支払手段の準備金としての蓄蔵貨幣の形成について言え

ば，それがただ流通過程の必然的な沈澱物でしかないのは，さしあたり遊

休している資本の単なる形態にすぎないかぎりでの蓄蔵貨幣形成がそうで

あるのとまったく同様である｡21〕

１）２）３）この３つの「－」はすべて「，」に変更。

４）「第１章〔Ch．’〕」－→「第３章〔Kap.Ⅲ〕」

５）「流通手段（購買手段）〔Circulationsmittel（Kaufmittel)〕」－→「購買手

段〔Kanfmittel〕」

６）「規模と速度〔Ｕｍｆａｎｇｕ・Geschwindigkeit〕」－草稿では，はじめに

「それの〔商品変態の〕規模と速度〔Ｕｍｆａｎｇｕ・GeschwindigkeitderseL

ben〕」と書いたのち，「それの〔derselben〕」を消している。

７）草稿では，ここに意味不明の（ドイツ文字のｓの小文字に似た）文字らしき

ものがある。消し忘れか？

８）ここに「１」を挿入。

９）「貨幣材料」MaterialdesGeldes--→Geldmaterial

lO）「その〔derselben〕」（文法的には｢金銀」を指す）－→「その〔sein〕」（｢貨

幣材料」を指す）

11）「すなわち商品としての金銀と他の商品との交換」ｄｈｖ・Ｇｏｌｄｕ・Silber

alsWaaregegenandreWaare-→imAustauschvonGoldundSilberals 

WaregegenandreWare 

l2）草稿では，ここに誤って「１〔ein〕」が２つ書かれている。

13）「とまったく同様に……にすぎない〔nur…ganzwie…〕」－－÷「と同様に…

…である〔ebensosehr…wie…〕」

14）「［」および「］」－→「（」および「）」

15）「１国の他国にたいする資本の貸付〔Verpumpungv､CapitaleinesLan‐



277「貨幣取扱資本」（『資本論」第３部第19章）の草稿について（300）

ｄｅｓａｎｄａｎｄｒｅｎ〕」－→「貸付による資本移転〔leihweiseKapitaliibertra‐

gung〕」

16）「そのような貸付は〔eineVerpumpung,die…〕」－→「そのような移転は

〔eineUbertragung,die…〕」

17）「［」および「］」－削除。

18）「複本位制の確定〔FeststeUungeinesdoublestandard〕」－このうちの

「確定〔Feststellung〕」の解読には自信がない。

19）ここに「だけ〔nur〕」を挿入。

20）「国家によって盗意的にひき起こされた偏掎の単なる訂正」blosseCorreo

tionv・Abirrungen，diewillkiihrlich〔ママ〕hervorgebrachtsindv・

Staatswegen-→bloBeKorrektionwillkiirlich，vonStaatswegenhervor‐ 

gebrachterAbirrungen 

21）この１文の原文は次のとおりである。WasendlichdBildungv・Schiitzen

angeht，alsReservefondsv・KaufmittelnodZahlungsmitteln，ｓｅｉｅｓ

ｆｄ、inliindischenod・ausliindischenHandel，soistsieeinnothwendiger

NiederschlagdCirculationsprozesses，ganzwiedSchatzbildung，ｓｏｗｅｉｔ 

ｓｉｅｂｌｏｓｓｅＦｏｒｍいeinstweilenbrachliegendesCapitalist、

この部分は，エンゲルス版では次のようになっている。「最後に，国内商業な

り外国貿易なりのための購買手段ないし支払手段の準備金を表わすかぎりでの

蓄蔵貨幣の形成，また同様に，さしあたり遊休している資本の単なる形態にす

ぎないかぎりでの蓄蔵貨幣の形成について言えば，どちらの場合にもそれはた

だ流通過程の必然的な沈澱物でしかないのである。〔WasendlichdieBildung

vonSchiitzenangeht，soweitsieReservefondsvonKauf‐oderZahlungs‐ 

mitteln，seiesfiirinnernoderauswiirtigenHandel,darstellt,undebenfalls 

soweitsiebloBeFormvoneinstweilenbrachliegendemKapitalist，ｓｏ 

ｉｓｔｓｉｅｂｅｉｄｅｍａｌｎｕｒｅｉｎｎｏｔｗｅｎｄｉgerNiederschlagdesZirkulations‐ 

prozesses.〕」

貨幣流通全体が，その範囲においてもその諸形態においてもその諸運動

においても，商品流通の単なる結果であり，この商品流通も資本主義的立

場から見ればそれ自身ただ資本の流通過程［Ｄこれには2)，収入の支出が

小売商業3)で実現されるかぎりでは，資本の収入との交換いも収入と収入

との交換も含まれている]Ｄを表わしているだけだとすれば，これもまた
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まったく自明なことであるが，貨幣取扱業は，商品流通の単なる結果であ

《り現象様式であ》る貨幣流通をただ媒介するだけではない｡＊この貨幣流

通そのものは，商品流通の１契機として，貨幣取扱業にとっては与えられ

たものである。貨幣取扱業が媒介するのはそれの5)技術的諸操作であって，

貨幣取扱業はこれらの操作を集中し短縮し簡単にする6)のである。貨幣取

扱業は，蓄蔵貨幣を形成するのではなく，この蓄蔵貨幣形成が自発的であ

るかぎり（したがって遊休資本の表現または再生産過程の撹乱の表現7)て

ないかぎり），それをその経済的最小限に縮小するための技術的手段を提

供するのである。というのは，購買手段および支払手段のための準備金は，

資本家階級8〕全体のために管理される場合には，各個別資本家によって9）

管理される場合ほど大きい必要はないからである｡貨幣取扱業は,貴金属を

買うのではなく，商品取扱業がそれを買ってから，その分配を媒介するだ

けである。貨幣取扱業は，貨幣が支払手段として機能する'0)かぎりでは，

差額の決済を容易にし，また，この決済の人為的機構によって，決済に必

要な貨幣量IDを減少させるが，しかしそれは，相互的な諸支払の関連も，

範囲も，定めはしない。たとえば，銀行業者たち'2)と手形交換所とで相互

に交換される手形や小切手は，これらの〔銀行業者や〕交換所そのものか

らはまったく’2781独立した'3)事業を表わしており，《与えられた》諸操

作の結果であって，問題はただこれらの結果をいっそううまく技術的に決

済することだけである。貨幣が購買手段として流通するかぎりでは，売買

の規模や度数は，貨幣取扱業にはまったくかかわりのないものである。貨

幣取扱業は，ただこの売買に伴う技術的な諸操作を短縮することができる

だけであり，そうすることによって，その回転に必要な現金の量を縮小す

る'4)ことができるだけである。

１）「［」および「］」－－÷「（」および「）」

２）「これには〔indiesem〕」－少「そしてこれには〔unddarin〕」

３）「小売商業」Detailhandel-→Kleinhandel

４）「資本と収入との交換」Austauschv・CapitaluRevenue--→Ａｕstausch

vonKapitalgegenRevenue 
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５）「それの〔seine〕」（文法的には｢貨幣取扱業」を指す）－→｢それの〔ihre〕」

（｢貨幣流通」を指す）

６）「集中し短縮し簡単にする」concentrirtu・abkiirztu、vereinfacht-→

konzentriert，abkiirztundvereinfacht 

７）「再生産過程の撹乱の表現」Ausdruck…einerSt6rungdReproductions‐

prozesses-→Ausdruck…vonSt6rungdesReproductionsprozesses 

８）「資本家階級」KlassedCapitalisten-→Kapitalistenklasse

９）「各個別資本家によって〔v・jedemeinzelnenCapitalisten〕」－→「各資

本家によって別戈に〔vonjedemKapitalistenbesonders〕」

10）「機能する」functionirt-→fungiert

ll）「決済に必要な貨幣量」dMasseGeldes，diedazuerheischtist-→die

dazuerheischteGeldmasse 

l2）「銀行業者たち〔Bankers〕」－→「銀行〔Banken〕｣。

13）「これらの〔銀行業者や〕交換所そのものからはまったく独立した〔v・die

senhousesselbstdurchausunabhiingig〕」－→「まったく独立した〔ganz

unabhiingig〕」

14）「縮小する〔reduciren〕」－→「減らす〔vermindern〕」

＊ここでは,｢貨幣取扱業は貨幣流通をただ媒介するだけではない〔d・Geldhan‐

delnichtnur…dGeldcirculationvermittelt〕」と書かれており，エンゲル

ス版もそれをそのまま受けつぎ，各国語訳，各邦訳もそれによっている。しか

し，ここの文章を文字どおりに取れば，「貨幣取扱業は貨幣流通を媒介する

が，しかしそれだけではなくてさらにほかのこともする｣，そしてそのことは

自明だ，という意味である。「さらにほかのこと」というのは，「貨幣流通の技

術的諸操作」のことであろうか｡とするとこの文章は，「貨幣流通を媒介するだ

けではなくて，貨幣流通の技術的諸操作をも媒介する」という意味だというこ

とになる｡この読糸かたは適切であろうか？私にはそうは思われない｡私には

この文章のうちのnichtが不用であるように思われる。すなわち，「貨幣取扱

業はただ貨幣流通を媒介するだけだ」ということである。しかも，以下，「貨

幣流通を媒介する」と言ってもそれは「貨幣流通の技術的操作を媒介するだけ

なのだ｣，と話が続いていくように思われる。nichtはマルクスの誤記ではな

いだろうか？

だから貨幣取扱業は，ここで考察しているような純粋の形態では，すな

わち信用制度から切り離されたしのとしては，ただ，商品流通の１契機.

すなわち')貨幣流通・の技術と，そこから生じる貨幣のさまざまの機能と
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に関係があるだけである。

１）「すなわち」ｉ､ｅ､－→niimlich

このことが貨幣取扱業を商品取扱業から本質的に区別する。商品取扱業

は商品の変態と商品交換とを媒介し，あるいは，商品資杢のこの過程さえ

屯，生産資本')から分離された資本の過程として現われさせる。だから，

商品取扱資本はそれ自身の流通形態－２)Ｇ－Ｗ３)－Ｇ－2)を示すのであ

って，Ｗ－Ｇ４)－Ｗでは貨幣が２度待ち手を取り替え，それによって商品

交換を媒介するのとは反対に，この形態では商品が２度場所を取り替え，

それによってＧが還流する5)のであるが，これに対して，貨幣取扱資本に

ついては，そのような特殊な形態を示すことができないのである。

１）「生産資本」－→「産業資本」

２）「－」－→「，」

３）この「Ｗ」の上に，小文字の「ｗ」の筆記体のようなもの（~を２つ並ぺた

もの？）が書かれている。これは，マルクスの草稿中のＷ－Ｇ－ＷやＧ－

Ｗ－Ｇの中間項のＧないしＷに，ときどきつけられているものであるが，

その意味はわからない。

４）この「Ｇ」の上にも，前注に記したのと同じ記号が書かれている。

５）「Ｇが還流する〔Gretournirt〕」－→「貨幣が還流する〔dasGeldzuriick‐

flieBt〕」

貨幣資本が特殊な１部類Ｄの資本家によって貨幣流通のこうした技術的

媒介に前貸しされるというかぎりでは－この資本は，そうでない場合に

は商人や産業資本家が自分で2)この目的に前貸ししなければならない追加

資本3)を，縮小された規模で表わしているのである－，資本の一般的形

態であるＧ－Ｇ'がここにもある。Ｇの前貸によって，この前貸をする人

のためにＧ＋ｊＧが生糸だされる。しかし，Ｇ＿Ｇ′の媒介は，《ここで

は，》変態の概念的なの諸契機に連関するのではなく，ただその技術的な

諸契機に連関するだけである。

｢部類」sort-→Abteilung

｢自分で」selbst-→sich…selbst

｢追加資本」dasadditionelleCapital-→dasZusatzkapital

Ｊ
Ｊ
Ｊ
 

１
２
３
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４）「概念的な〔begriHlich〕」－→「物的な〔sachlich〕)。

貨幣取扱業者が取り扱う大量の貨幣資本は，流通のなかにある商人や産

業資本家の貨幣資本だということ，また，貨幣取扱業者が行なう諸操作は

商人や産業資本家')の諸操作にほかならず，貨幣取扱業者はただそれらを

媒介するだけだということは，自明2)である。

１）「産業資本家〔dindustr・Capitalisten〕｣－＞「産業家〔dielndustriellen〕」

２）「自明〔self-evident〕」－→「明白〔augenscheinlich〕」

貨幣取扱業者の場合にはD，彼らの利潤が剰余価値からの控除でしかな

いということも同様に明らかである。というのは，彼らはただ，すでに2）

実現されている価値（たとえ債権の形態で実現されているにすぎないとし

ても3)）にかかわりをもつだけだからである｡

１）「貨幣取扱業の場合には〔beiihnen〕〕－削除。

２）「すでに」bereits-→schon

３）「たとえ債権の形態で実現されているにすぎないとしても」ｓｏlltendiese

auchnurnochindFormv．Ｓchuldforderungenrealisirtsein-→selbst 

wennnurinFormvonSchuldforderungenrealisiert 

商品取扱業の場合と同じように，この場合にも')二重化が生じる。とい

うのは，貨幣流通と結びついた技術的な操作の一部分は，商品取扱業者や

商品生産者たち自身によって行なわれなければならないからである。

１）ここに「機能の〔derFunktion〕」を挿入。

（1982年12月20日）

本誌第50巻第２号所載の拙稿「『資本論』第３部第１稿について」への正誤表

９３ページ下から６行目「ほである｣－→｢ほどである」

104ページ上から15行目「’’54/2"｣－→｢"Ａ54/2"」

104ページ上から20行目「引用中の「旧目録」という語に」－→｢引用に」

112ページ下から５行目「商品価格」－→「商品の生産Iilli格」

113ページ上から１行目改行にする。

119ページ下から６行目「nBoiMble」－→「ⅡBoiiHble」

132ページ下から11行目「"ausbieten"」－→「,,ausbieten."」

135ページ下から２行目「390」－→「390-」

137ページ上から９行目「382」－→「352」

138ページ下から３行目「第２稿」－→「第１稿」


